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/エ ミト
本研究は，学年別指導において rふかめるJ段階の話し合いを活性化することで，
子ども一人一人が自らの考えを高めていけるような授業の創造を目指している。

そのために，本年度は， 学年別指導において学びを深める「学び方」を子どもの姿

から設定していく。
シ

I 研究の目的
( 1 研究の背景 ) 

複 現在，学力の低下が懸念されている中，各教科において，基礎的 ・基本的な内容の

4 定着が求められている。一方，少子化傾向にある今日，児童数の減少に伴い複式学級

会 は増加傾向にある。県下においても複式学級を有する小学校は，ここ 10年ほどで50

育 校ほど増え 241校，全体の約40%にも及んでいる。一方，単式学級でも，少人数指

の 導の推進も図られ，習熟度別学習などでは複式の指導方法を取り入れた試みがなされ

現 ていることから 以前に増して複式教育が注目されている。
状
と 複式学級は，少人数， 2学年編成という特性があるため，これまでも複式学級にお

学 ける指導方法については様々な取組がなされてきている。具体的には，教育課程編成

年 の特例により，学年別によらない指導計画を工夫することができるが，算数科や国語

別 科の説明文単元といった系統性の強い教科や領域では，上学年と下学年の子どもに異
4包

宝 なる内容を指導する学年別指導がある。中でも，算数科の授業はほとんどの学校で学

ゐ 年別指導を行っている。

課 学年別指導は，上の学年と下の学年でそれぞれの学習が展開される。各学年の目標

題 や内容は学年ごとに設定されており，それぞれの学年で異なる内容を同時に指導する

ことになる。そのため，教師は， rずらしJ，rわたりJ等の指導方法を工夫し，直接
かかわりながら子どもが課題を解決する直接指導と教師が直接かかわらず子どもたち

だけで課題の解決に取り組む間接指導を組み合わせた学習を展開していかなければな

らない。

この学年別指導のよさとして，間接

指導時においても直接指導時の教師の

働きかけやガイドの指示の下に，子ど

もたち自らが学習に取り組み，考えを

高めていけるよさがある。そのため，

子どもがリーダーとなり学習を進める

ガイド学習が多くの学校で取り組まれ

ている。

しかし， 一方では，少人数であるた

めに， r多様な考えが出にくいJ，r内
容によっては個人差が生まれる」など，

一人の考えに追随され一面的な見方で

課題解決がなされてしまい， 個々の考

えの高まらないまま言葉や方法の理解

レベルにとどまり，基礎的・ 基本的な内

[時代の背景] 【教育の動向]

O 少子化 O 基礎的・基本的な
O 児童数の減少 内容の定着

[鹿児島県の現状] [少人数指導の推進]

多くの複式学級を有 複式教育のよさを生

し増加傾向 かした指導方法の工夫

【複式教育における課題]

学年別指導においても，多面的なも

のの見方や考え方からなる基礎的 ・基

本的な内容の定着を図る。

学年別指導の充実

【図 1 研究の背景】
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複 2

容を十分に定着できない学習になってしまうことも少なくない。

少人数の複式学級であっても 基礎的 ・基本的な内容の定着を図るためには，問題

解決において，学び合いを活性化することで， 子ども一人一人が自らの考えを高めて

いけるような学習を展開することが必要である。

以上のようなことにより，学年別指導において，子ども一人一人の考えを高めてい

ける授業を展開することが，各学年の基礎的・基本的な内容の定着につながり，複式

教育の充実のために求められている。

( 2 研究の方向 ) 

これまでの研究を踏まえていくと， 以下のよう [表1学年別指導における話し合いの深め方の系統表]

考 なことがいえる。

え 本校では，二つの学年がそれぞれの学年の内容

を を学習する学年別指導においても学びが途切れる

高 ことなく，相互に各学年の基礎的・基本的な内容

ウ を確かに身に付けることが大切であると考えている。

二 そこで， Iつかむ」 ・「しらべる」 ・「ふかめる」 ・「い

年 かす」の四つの学習過程を設定し，学習の取り組

別 み方，学習の進め方，学習の深め方を系統立てて

6年

考 え方の表 出

考えの 仲間 分け > 
|考えとれの共通点>

指 位置付け，指導に当たってきた。特に，教科の本質に迫る「ふかめるJ段階の話し合

導いである「学習の深め方」 は 子ども一人一人が自らの考えを高めていく上で欠かせ

竺 ないものであると考えている。

長 また， 二つの学年が同じ内容を学習する同単元同内容指導においても異学年の話し
性 合いを充実させるために，異学年相互に考えを高め合う「学び方」を設定している。

そして， IふかめるJ段階を中心に話し合いの場を意図的に位置付けたり， 学年に応

じた働きかけを行ったりして，それぞれの学年が「学び方」をよりよく発揮できるよ

うな働きかけを工夫して指導に当たってきた。その結果，異学年の子どもたち同士で

も，話し合う際の観点(見方 ・伝え方，聞き方 ・問い返し方)を明確にすることでそ

れぞれの考えを比較したり，関係付けたりして個々の考えの高まりを導いていくこと

ができた。この 「学び方」 のよさを学年別指導においても，間接指導時の話し合いに

生かしていけると考える。少人数の複式学級では，特に 「ふかめる」段階の話し合い

において，子ども一人一人の考えや見方・考え方を伝え合うことが，相互に考えを高

め合い，基礎的・基本的な内容を確かに学

び取る上で大切な役割を果たしている。話

し合いにおいて，異なる考えや考え方につ

いて吟味し合うことを通して考えや考え方

を付加・修正したり強固にしたりしながら個々

の考えを高めていけるからである。

そこで，本研究では，前章で述べた背景を

踏まえて，これまでの本校の研究の成果を引

き継ぎ¥学年別指導において，前研究で明ら

かにした「異学年相互に考えを高め合う『学

【表2 異学年相互に考えを高め合う学び方】

中学年 両学年
O 自分と相手の考えを比 O 自分と相手の考えを比

話 見方 較し，共通点や相違点を 較するときに柑手の実態

し 明らかにする。 や既習内容を考慮する。
- -ーー ー ーーー ーーーーーー ーーー - - ーー ーー ーー ーー ーーーー--ーー ーーー ーーーーー ーーーーー ー

手 O 図や言葉などを使って O 図や言葉を使ったり，
倶リ 伝え方 相手に分かりやすく説明 例示したりして，相手に

する。 分かりやすく説明する。

O 自分と相手の考えを比 O 自分と相手の考えや考
聞 聞き方 較しながら聞く。 え方を比較しながら聞く。
き O 納得したところと分か
手 ーーーーー ーーーーーー-ーーーーーー - --ー ーーーーー ー-ーーーー ーーーーーーー ーー“ ーーーーーー

側 問い返
O 分からないところや違 らないところをはっきり

し方 いについて問い返す。 させる。

び、方~J を生かして話し合いを活性化することで，さらに個々の考えが高められるようにし
ていきたい。

そのためには，子ども一人一人の 「つかむJIしらべる」段階における学習を充実させ，

「ふかめる」段階の話し合いをこれまで以上に活性化させる必要がある。その結果，
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多面的なものの見方や考え方ができるようになり，それぞれの考えを高めていけると

考える。このように， 子どもたちの学びを深めていくことが子ども一人一人の考えを

高めていくことにつながると考えるのである。

以上のようなことから，本研究では，学年別指導において，子どもたちが個々の考

えを基に新たな「学び方」を発揮しながら学びを深めていくことで，一人一人の考え

を高め，各学年の基礎的・ 基本的な内容をそれぞれ身に付けていく ような授業を目指

して，次のようなテーマを設定し，研究を進めることにした。

!学年別指導において学びを深める授業の創造|

研究の内容

1 学年別指導において学びを深めるとは

学年別指導とは，教科の系統性を「一一一

踏まえ， 上の学年と下の学年の子ど

もにそれぞれの学年の学習内容を別

々に指導する指導類型である。学年

別指導では，図2のように二つの学

年が同じ学習過程で同時に学習を進

める中で，時間を区切って教師が交

互にわたりながら指導したり， 二つ A:直接指導 B:間接指導 C:わたり

の学年の学習過程をずら したり して [図2 学年別指導の例(本校で主として取り入れている学習形態)】

それぞれの学年の基礎的 ・基本的な内容が定|

着するようにしている。

学年別指導において「学び」とは，それぞ

れの学年の基礎的・ 基本的な内容を身に付け

ていくために，直接指導と間接指導が組み合

わさった学習において，自ら課題をとらえ，

見通しゃ自分なりの考えをもち，互いの考え

について話し合う中で子ども一人一人が考え

を高めていく過程である。

学年別指導において「学びを深める」とは，

教師がいなくても子どもたちだけで学習を進

め，各学年の子ども一人一人が，考えを高め

ていくために，相互の考えについて吟味し合

う「ふかめる」段階の話し合いを活性化して

いくことである。 【図3 学年別指導における学びの深まりと考えの高まり]

そうすることで，学年別指導でも「ふかめる」段階で，子どもたちが自分の考えを

伝え合い，相互の考えや考え方について， 相違点を基に共通点について話し合う中で，

個々の考えが強固， 付加，修正され，多様な考えや考え方に支えられた基礎的・ 基本

的な内容を身に付ていけると考える。

「ふかめるJ段階の話し合いを活性化させるためには，子ども一人一人が友達の考え

や考え方を自分なりにとらえたり 自分の考えと比べたりできるように r聞き方」や「伝

基
礎
的
・
基
本
的
な
内
容
の
定
着

品凶

手
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え方J(学びを深める「学び方J)などを発揮してことが大切であると考える。

そして，学びを深める「学び方」を発揮させるためには，学習内容を検討し子ども

たちが多様な考えをもてるようにしたり，指導方法を工夫し個々の考えを自分たちで

伝え合い，吟味し合えるようにしたりするととも大切である。そうすることで，子ど

も一人一人がもった考えを相互に伝え合い，多様な考えについて，学年に応じて， 学

びを深める「学び方Jを発揮できるようになり，基礎的 ・基本的な内容を確かに身に

付けていくことができるものと考える。

学びを深める「学び方Jは Iふかめる」段階の話し合いを充実させるためのものであ

り，学びを深める 「学び方」が発揮された姿が見られるならば学び、が深まったといえる。

「ふかめるJ段階では，次のような子どもの姿を目指している。

複-4

|宕10 友達の考え
を聞いて，自

分の考えと比

べたり(聞き

方)，分から

ないところを

質問したり

(問い返し方)

できる子ども。

lS 
己::>
Cコ

q 
Cコ

[自分の考えの表出]

|O 自分の考えを相互に伝え合うことができる子ども。
[考えの類型化]

1O 友だちの考えを仲間分けできる子ども。
[考えと考えの間の共通点]

O 仲間分けされた考えを関係付けてとらえることができ
る子ども。

[周辺的理解 ・既習事項とのつながり]

O 自分の考えを見直し，自分の考えに付け加えたり，
分の考えを修正したりできる子ども。

白

学
び
を
深
め
る
子
ど
も
の
姿

学びを深める子どもの姿】【図4

(2 学年別指導において学びを深める授業の創造に当たって
(1) 学びを深める「学び方」の設定

学 学びを深める 「学び方」とは，学年別指導の「ふかめるJ段階の話し合いにおい

び て発揮される「学び方」のことである。

全 学年別指導において I異学年相互に考えを高め合う『学び方~ Jを生かして，
Z 「学びを深める『学び方~ Jを設定するためには次の二つに留意する必要がある。
る/

学年に応じて間接指導で見られる話し合いの観点を段階的に設定する。

「ふかめる」段階の話し合いでは，お互いの考えを伝え合い，それぞれの考え

を吟味し合うことで，多様な考え方を仲間分けし，比較したり，関係付けたりし

て一つの考えに収束することで，基礎的 ・基本的な内容をとらえさせるようにし

ている。

ただし，ここでも，学年により学習内容が異なるため，間接指導と直接指導の

組み合わせが必要になり， 一方の学年では子どもたちだけで互いの考えについて

話し合う間接指導の場がある。また，子どもたちの発達特性を考慮すると，自分

たちで進められる話し合いの観点には学年に応じて差がある。

そこで，話し合いの内容は， 学年に応じて段階的に話し合いの観点を設定する

必要がある。

146-
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「問い返し方」の三つの観O 学びを深める「学び方」を，
点に絞って設定する。

「異学年相互に考えを高め合う『学び方~ Jは，同単元同内容指導において上

の学年と下の学年の異学年の子どもたちが話し合う際に発揮される「学び方」で

ある。この「学び方」は，話し手と聞き手に応じて学び方の観点を「見方JI伝え

方JI聞き方JI問い返し方Jの四つに分けて設定している。

同学年同士の子どもたち同土が相互の考えについて話し合う際には I見方」

は「伝え方」と連動して発揮される学び方であるため，学びを深める「学び方」は，

「聞き方J I伝え方J I問い返し方Jの三つの観点に絞って設定する。

以上のことを踏まえ，次のように学びを深める「学び方」を設定した。

【表3 学びを深める「学び方」系統表】

「伝え方」「聞き方J留

意

点

学年 1年 2年 3年 4年 5年 6年

教師のか 間接指導

かわり方 直接指導

話し合い 自分の考 考えの仲間分け 考えと考えの 周辺的理解 ・既習事項

の観点 えの表出 間の共通点 とのつながり

相手の知らせたいこと 相違点や共通点はどこ 相違点や共通点はどこ
f A主<.

聞き方 は何かを考えながら聞 か自分と相手の考えを比 か，相手の考えや考え方び
を く。 較しながら聞く。 と比較しながら聞く。
深
め 相手に分かりやすい言 図や言葉などを活用し 図や言葉，具体物など
る
伝え方 葉で伝える。 て伝える。 を活用したり，例示した

ーー「

寸A主三4・
りして{云える。

び
方 問い返 分からないところを問 考えの分からないとこ 考えや考え方の分から
'-

し方 い返す。 ろを問い返す。 ないところを問い返す。

学
び
を
深
め
る

「
学
び
方
」

系

統

表

本研究では，このように具体的な子どもの姿として，低 ・中 ・高学年の発達特性

に応じて「学びを深める『学び方~ Jを想定し，その力を発揮させるような授業を

つくり検証していく。

学びを深める「学び方」については，授業実践を通して，想定した子どもの姿の

精度を高めていくものである。

学びを深める学習内容

学年別指導においては，各学年の基礎的 ・基本的な内容はもちろん，基礎的・基本

的な内容を身に付けるための活動も学びを深めていく上で欠かせない学習内容である。

直接指導と間接指導を組み合わせた学年別指導において， 学習内容を設定する際

には，子どもが自ら課題をとらえ，解決していくことができるようにすることが求

められる。そのため単元やー単位時間で指導する基礎的 ・基本的な内容を明確にし

た上で，各学年の学習の方法や条件をそろえ，子どもの学習内容を教科の本質を踏

まえ精選していくことが必要になる。

学年別指導において学びを深める学習内容を設定するに当たっては，児童の実態を

踏まえた上で，多様な考えの表出につながるように，次のような手順で各学年の学習

A
吐

(2) 
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段
階
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
学
び
を
深
め
る
指
導
方
法

学
び
を
深
め
る
た
め
に
精
選
さ
れ
た
学
習
内
容

内容を設定する。

① 単元(題材)，本時で身に付けさせる基礎的・基本的な内容を明確にする。

② 単元の系統性や前時と本時，本時と次時などの一単位時間のつながりをとらえ，

本時の基礎的・基本的な内容を支えるもの(既習事項やそれを生かした考え)を

明確にする。

※ 本時で身に付けさせたい基礎的・基本的な内容を 子どもたちが自らとらえ

やすくするために これまで学習した内容との関連や系統を明確にする。

③ 基礎的・基本的な内容を身に付けさせるために直接指導と間接指導のバランス

を考慮して，学習活動のポイントを明らかにしスリム化を図る。

※ 子ども一人一人が，本時の学習を通して基礎的・基本的な内容を身に付ける

ためには，どのような学習活動を重視し，展開すればよいのか見極め，具体的

な活動に軽重を付けて位置付ける。

※ それぞれの学年の内容によって，各過程の時間設定を調節して「ずらし」や

「わたり」のタイミングを決める。

(3) 学びを深める指導方法

学年別指導においては，教師がかかわれない間接指導があっても，子どもたちが

自らの力で学習を進めていけるように指導方法を工夫する必要がある。

特に Iふかめる」段階の話し合いでは，子ども一人一人がもった考えをお互い

に出し合い，話し合うことによって，学びを深める「学び方Jを発揮しながら自分

の考えを高めていけるようにしていくことが重要である。

まず Iふかめる」段階を活性化させるための準備として，時間の目安を考えさ

せながら，学習を進めさせたり 板書の中にカードを置き活動の見通しをもたせた

りする。具体的には，次のような働きかけが必要である。

O 学習進行計画表の活用
子ども一人一人に学習の見通しをもたせるために，個々の考えを相互に伝え合

い何についてどのように話し合うのか，話し合いの観点や話し合い方(手順や方

法)を黒板上に示していくことが大切である。子どもたちが その学習進行計画

表を見ながら自主的に学習を進められるようにするために 子どもたちと話し合

いながら時間設定をしていく。

O 手掛かりとなる板書の工夫
学びを深める話し合いを活性化させる

ためには，子どもたちだけでも学習を進

められるように，板書の中に手掛かりと

なるカードや枠を設定し，活動の見通し

を持たせることが必要である。また，子

どもたちの考えを表出や比較，吟味が行

われやすい板書の確保をすることも必要

である。

次に Iふかめる」段階を活性化させるために，子ども一人一人に考えをしっか

りともたせたり，子ども同士で互いの考えを理解させたり比べさせたりする必要が

ある。具体的には，次のような働きかけが大切である。

「
ふ
か
め
る
」

148-



複一7

。小黒板の活用

話し合いを活性化するためには，子どもたちの多様な考えを表出しやすくし，

それを基に相互の考えについて吟味しやすいようにする必要がある。子ども一

人一人の考えを表出させ全体に示して説明したり，多様な考えを比較しながら

話し合い，相違点や共通点を見出したりするために，小黒板への表し方を例示

する必要がある。例えば，左側に図で表し，右側に考えを書きできるだけ短い

言葉で説明するなど，形式の統一を図ることで比較しやすいものとなる。

。 わたる前とわたった後の見届け

一方の学年にわたる前に指示を明確にする。そして，子ども一人一人が考えをも

つための活動に取り組んでいるかを確認し取り組めていない場合は助言する。わたっ

た後には，子どもたちの学習状況を確認し，周辺的理解や中核的理解を図っていく

ために意図的指名などをしていく。具体的には，次のような見届けが必要である。

J|  調べる L I 深める I I 生かす | 
豊三 (1) r.i③ @吋 ド一一

I I 調べる |寸 深める I I 生かす | 

っかむ

「τーかむ
[上の学年]

[下の学年]

わたる前の見届け わたった後の見届け

① 個々が課題解決に取り組めているか。 ② 目標につながるめあてになっているか。

③ 自分なりの考えを明確にできているか。 ④ 自分なりの考えを明確にできているか。

⑤ 一人一人の考えを結び付け，本時の目 ⑥ 一人一人の考えを結び付け，本時の目

標を達成するまとめができたか。 標を達成するまとめができたか。

次のような手順と方法で研究を進

研究の方法

研究の手順と方法

前述した授業創造の基本的な考え方を踏まえて，

めていく。

E 

o 

① 学びを深める「学び、方」の設定(発達段階に応じて)

② 学びを深める「学び方」を単元 ・題材ごとに設定し実践にあたる。

③ 学びを深める 「学び方Jが発揮され，子ども一人一人の考えがどのように高ま

り， 基礎的 ・基本的な内容が定着していったかなどを実践を通して分析し，そ

の妥当性を検証する。

④ 本年度の研究のまとめをする。

研
究
の
手
順
と
方
法

次 主 な 研 司プ令しせ 内 廿'*" 

1 学びを深める複式学級の授業創造の基本的な考え方の構築

学びを深める「学び方」の設定

2 学びを深めるための学習内容の設定

3 学びを深めるための指導方法の具体化

- 149-
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究
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N 研究の実際
( 1 実践に当たって ) 

(1) 実践の基本的な立場

想定した「学びを深める『学び方~J が ["ふかめる」段階の中で発揮されるのか。

またそれが発揮されたこ とで，子どもの基礎的 ・基本的内容の定着につなげてい

くことができるのかを，授業での子どもの姿などから検証していく。

なお，本研究の検証を行う上で，本年度は，年間を通して学年別指導を行って

いる算数科に絞って検証し，考察していくことにした。

(2) 検証の視点と検証方法

<検証1> 想定した学びを深める「学び方」を子どもたちは，発揮するのか。ま

た，その学び方を発揮させるための学習内容， 指導方法は，妥当であっ

たか。

コ検証方法 ・ 授業実践での子どもたちの学びの様子の観察

|<検証2>研究前後の子どもの学びの姿はどのように変容したか。
=今検証方法 ・ 研究授業での抽出した子どもの学びの姿の比較

(抽出した子どもの発言や小黒板への書き込み等)

<検証3>学びを深めてきた子どもたちの基礎的・ 基本的な内容の定着度はどの
ように変容したか。

今検証方法 ・ 研究を前と後の総括的評価等の結果の比較

( 2 検証の実際 ) 

<検証 1> 授業実践による検証--5年「割合とグラフJ. 6年 「比例」の実践~

本研究で想定した学びを深める「学び方」が授業でどのように発揮されるのか。

また，その学び方を発揮させるための学習内容 指導方法としておいたものは，妥

当であったかを検証 ・考察する。なお ここでは 3学期の5年割合とグラフJ(1/12)， 

6年 I比例J(8/12)の実践を通して検証する。

(1) 実践授業の構想

① 本時の目標

第 5 学年 第 6 学年

O 二つの異なる量の比べ方を話し合う O これまでの学習してきた比例関係にあ

活動を通して，その割合を数で表す方 る量をグラフに表現していく活動を通し

法を理解することができる。 て，その特徴を理解することができる。

② 本時における学習内容

【多様な考えを生み出す学習内容)

O 割合を数で表す方法を理解させるた O 比例関係にある量をグラフに表したと

めに多様な考えが生み出される学習内 きの特徴を理解させるために多様な考え

容→バスケットボールのシュートの成 が生み出される学習内容→比例と比例で

績の比べ方 ない関係を示した複数の表のグラフ化

【自分たちだけで学習を進められるような学習活動】

O 気付いたこと→めあて→一人調べ→話し合い(仲間分け→つながり)→まとめ

ハU-hu
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【聞き方】

;→考えや考えl
j方の相違点やi
;共通点

「自分のグラ;
フとどこカ'¥:

違うかな。
等 ;
「両前逗じ斎--i
:→考えや考えl
l方の分からなl
;いところ J 

どうして④:

だけ違うのi
かな。どこ:

が違うのだ:

ろう。l
「テープ図で:
どうして比 ;

べられるん:

ー主主れ-J_莞:
【伝え方】
，→図や言葉，具:

:体物や例示で :
例えば， ①:

と④を比べ:
ると・・・。
等 ;

の想定「学び方j

学年

学びを深める

第

③ 

年

(比例でない表)(比例を示す表)

LTL 

l【聞き方1
1→考えや考え

;方の相違点や
;共通点
， r自分の考え
とどこが違

うかな。l
roや×の数
だけで単純

に比べられ t

-一季主1主主よJ
[J' .. ~い返し方】
;→考えや考え;

l方の分からな:

;いところ ・
; rなぜOや X'
では，比べ l
られないの l

ですカ¥J等;
「砿支芳了一:
;→図や言葉，具
:体物や例示で
例えば X
の数だけな

ら何本入っ

ても関係な

いから。」等

5 

。成績の比べ方は?

0xOxoooo 
0OxxOxOOxo 
xOOOxxoooo 

(差による考え方)

Oの数 I xの数
①6本 |①2本
② (6本 ② (4本)

③7本 |③3本
比べると，③の |比べると，①の

広盟主とど2- I!主盤恋どとε

分数を小数にし
て
①6/8=6-:-8 
=0.75 

③7/10=7-:-10 
=0.7 

比べると①の成

鍾怠己とs

(分数による考え方)

テープ図での比
較

上下D，下③
|1 1 1 1 1 1 1 1 

|111111111 
比べると①の成

鍾空どとι

「ーー

「ふかめる」段階の話し 話し合いの際に学習のま 視覚的に比較して学びを深め l

合い時間を確保するため とめができるような手掛か る「学び方」を発揮させやすく

の学習進行計画表の活用 りとなる板書の工夫 する小黒板の活用と内容の例示

学びを深めるためには 学びを深めるためには， 学びを深めるためには，友達

話し合いの時間の確保が 黒板上で友達の考えの比較 の考えと比較しやすい状況を作

不可欠。それまでの見通 が有効である。そこで，そ るために，小黒板を活用し，な

しを子どもたちで話し合 のスペースを確保するため おかつ，形式を統一させるため

わせるときに活用する。 に枠や矢印を示しておく。 に内容の例示をする。

わたる前やわたった後の見届け

学びを深めさせるために，話し合いの場面で本時のねらいに迫る考えをもっ子どもを見

取り，ガイドに発表の順番やその子どもを指名するよう伝える。

「ひ
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授業の実際<間接指導時の話し合いの様子を口で示す>(2) 

子どもの意識の流れと教師の働きかけ

下の.，~ . パえケットポールの'1("γの

ひろチさんの会 aートの記録γす.何事実.
目の成せきが.-.よか弔fとどいえるγt
よ守，、.

第5学年

学習課題。

O xOxoooo 
0OxXOXOOxo 
xOOOxxoooo 

どのようにすれば共通点のない成績を比べるには，

よいだろうか。

既習経験を生かすような助言，ワークシートの用意l

「分数」で用いた数直線

1
1

f

h
叶

1

1
1T

。話し合いの場面く学びを深める「学び方」の発揮の様子>
く分数の考え方を用いた比較>

一試6日 |ュ武i'，1妥武令
~ る ¥ >7 同女
川I{~，討t L 1 fi z
与 foil/D 1 

‘ : τ~、 Hイ妥
H ~ 

に すー ~ tl 

X: 入 ι~"".. t;} 

ぼくは全体の数か

らOを引いた数で比
べというみんなと違

ったやり方でやって

みました。 【聞 :考

え方の相違点】

それは(0の
数)一(xの数)を

してみても，や

はり 1試合目が
よかったからで

す。 【伝:図で

の説明】

テープ図や数字で表し
ているけど， どちらも，
分数の考え方で考えると
いいと思います。

どうして， この考え方
でそれで比べられるんで
すか。 【問:考え方の分
からないところへの質問】

'T なるほど，つまり×の数で比べてい;
l るんだね。 1試合目のほうが，少ない l
l から1試合目のほうが，成績がいいと;
1 いうことだね。みんな納得できた。，

(B君以外は，首をかしげる)

~ T どうして納得できないのだろうね。
(少し待って)じゃあ×が一緒のと;

きで考えてみよう。このときは，成 i
績は同じということだよね。では

100本シュートして l本失敗と 1本;

シュー トして1本失敗。これも同じ?

君の考えでいくと， 1 
試合目は， 6 -2で4，
3試合目も 7-3で4。
つまり，成績は一緒とい
うことにならないです
か。 【伝 :例示をあげて
の説明】

ううん。この考

え方は，使えない

かも。 (修正)

v
え
v

つ

使
そ
を
れ
数
ら
分
べ

)

く
一比
国

主
く
強

は
一手
(

で
一上
差
'
ぞ
、
ま
だ

共通点のない成績を比べるには，差を用いる

のではなく，分数の考え方を使えばよさそうだ。

学習のまとめ

。学びの振り返り
，T 今日は，みんなうんと考えたよね。どうしてこんな話し合いができたのかな。
'C:B君の考えがあったからです。

'T 何とか自分なりの方法でやってみようという B君が，この考えを出してくれたからだね。 J 

円
ノ
U

F
h
u
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※ C)(:j子どもの発言 ([聞]聞き方 [問]問い返し方 [伝]伝え方二月師の働きかけ
第6学年 子どもの意識の流れと教師の働きかけ。学習課題 O 学習問題

次の4優に示 t売ものが.変化l11表に示したものが変化する様子をグラフで表しましょう o
"{¥・4線チ量来以外γ袋tτ み l‘

小黒板でグラフの比較をしやすくするために，
小黒板にクリ ップを付け，グラフをはらせるよ
うにした。
話し合いの際に，学び方を発揮させるために，
これまでの学習でみんなの考えを深めるきっか
けとなった言葉を提示して，意識させるように
した。

T:この前， 00君が生み出した名言を覚えていますか。
この言葉をきっかけに，深まったよね。

』 ーーーーーーーーーーーーーーーー ーー ーーーーーーーーーーーー一一一一ーーーーーー」。話し合いの場面く学びを深める「学び方」の発揮の様子>
<比例のグラフ>

/ 

>
一
]

フ
=
さ
一

ラ

二
頃
一

p
-1
 

3
二
ね
一

ミ

ニ
ギ
JE

L
V
一

τ1一

民ぇ

二
数
一

で
=
の
一

汁
Ha-
-
一
的
ノ

一

h

帆
工
工
U

一

比
=
ぉ
一

<
一「
&

JM槽に入れた水の量と深さIJ
J…iJ11!??? 
メ

陶

， 
， 

としたら，比例のグラフは，
Oを必ず通ってるよ。 (強固)

ばねをつけるとおもり 1個につ
き 2cmのびるけど比例はして
いません。

(ガイド)比例していないと
いう理由を発表してください。
【聞・問:ガイドによる問い返し】

T:比例のグラフ3枚の中で1枚だけ違うのはな:

最初の表でも，上を2倍したら，
下も 2倍になるという比例の関係
じゃないし，言葉の式ももとの長
さが足されているからです。①~
③の表は，このような関係になっ
ています。 【伝:式，表などを基
にした説明】

いですか。

(首をかしげる子どもたち)

T:こちらの線(定規を使った線)とこちらの
線(定規を使っていない線)は一緒ですか。

C:違います。定規を使った線の方がいいと思
います。

T:どうして。
C:表では，いきなり10枚の重さだけど 1枚
目の重さもあり ます。それを入れていくと

点が増えて，直線のようになります。(修正)

。学びの振り返り

比例のグラフは oを通るだけ
でなく，点と点を結ぶと直線にな
るんだよ。 (強固，付加)

O 学習のまとめ

比例のグラフは， 0のところから始ま
り，直線で規則正しくひかれたグラフに
なる。

'T 5年生と似ているところは，どこですか。
'C 数直線やグラフを使って見やすくしているところです。

円

J
Fh
u
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(3) 考察

① 想定した学びを深める「学び方」の妥当性

今回の実践を通して，想定した学びを深

める「学び方」を発揮する姿が見られた。

特に 5年生「割合」の話し合いでは r分
数j の考え方を用いた比較の考えと「差j

の考え方を用いた比較の考えが出された。

割合は，前者の考え方を用いることが重要

だが，後者の考え方を吟味する過程で学び

を深める I学び方lを発揮してきた。そう

することで，一人一人が割合に対する考え方を強固にしたり，修正したりするこ

とができた。 6年生でも同様に，学びを深める[学び方lを発揮しながら比例の

グラフの特徴について，最初にもっていた考えをより強固にしたり，付加したり，

修正していく姿が見られた。

その際，高学年では，小黒板に出された結論だけでなく，その結論を導き出す

までの考え方に対しても学びを深める I学び方lを発揮しながら吟味していく姿

が実践の中で見られた。

このことから，本研究で想定した学びを深める 1学び方lは，妥当なものであっ

たといえる。

② 学習内容について

今回，学びを深める「学び方」を発揮させるために，既習経験等をもち込んだ

り，図や数直線などを用いて多面的に説明できたりするような学習内容を設定し

た。 I割合lでは，バスケットボールの三つのシュートの成績を比較していく学習

内容。 I比例のグラフlでは，四つの表を示し，それぞれの表をグラフ化させるこ

とで，その特徴を見付け出すことができる学習内容である。その学習内容を踏ま

えた実態調査を行うことで具体的な学びを深める「学び方」を想定することもで

きた。

③ 指導方法について

学びを深める話し合いの時間確保のために，学習進行計画表が有効に活用され

た。また，黒板上で比較検討するスペースを確保するために手がかりとなる板書

の工夫や，子どもだけの話題が焦点化されるようにわたる前や後の見届けをして

その効果を挙げた。

これとは別に，小黒板の活用は，全員の考えや考え方を視覚的にとらえるとと

ができ，なおかつ移動可能で比較しやすいために，学びを深める「学び方」を発

揮させるための有効な指導方法だ、ったといえる。特に今回の6年生の複数のグラ

フを比較で，書き方の例示をしたことにより，その後の話し合いが活性化された。

ii覇Eデー.
きl

<検証2>子どもの学びの姿による検証
子どもたちの学びの姿は ー単位時間やー題材の中ですぐに身に付くものではな

く，学年別指導を繰り返す中で時間をかけながら身に付いていくものである。そこ

で，数回にわたって行ってきた研究授業の中で，抽出児童の学びがどのように変容

4
 

R
U
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したかを複数の観察者により見取り，考察する。

(1) 抽出する子どもの選定に当たって

抽出する子どもの選定に当たっては，算数を苦手としていて，教師の十分な i

l働きかけを必要とする子どもを選定した。

(2) 抽出した子どもの学びの変容(1回目 9月9日→2回目 2月17日)

見取る観点 1回目 研究授業 2回目 研究授業

。学習内容 10 整数÷小数の考え方(1/15) 10 ["割合Jの考え方(1/12)
。小黒板 し ・ ~ 0 担任がかかわ o["シュートの成績比
(自分の考え)| ;:;::ムω り既習経験を基I!{吟ーE国 べJをするための考

ち !ト i!'=.lO に本人の考えを 11♀は42Z- え方としては，不十
い 1;120円 引き出しまとめ 1I ! ~ ，，~l"' IO国 分であるが，ここま

、JJrzおい るが，最後まで|137bw回 で自力でまとめ，黒

黒板にはり出さなかった。 1 板にはっていた。

O発言回数・ 10 1回 10 12回
発言内容 |・ 学習課題を読む。 1・ 学習課題を読む。

学習問題の発表。

活動時間に対する質問。

話し合い方の説明への反応。

小黒板の仲間分けへの意見。

友達の考えに対する質問(聞き方)。

数学的な用語に対する質問(聞き方)。

ガイドの進め方のアドバイス。など
一ぷ手留め様子 |δ-蚕情示硬ーと;一一面分-め考文亙記王ラ↑δ一面-分示分示百五ミT記;一分元i己ーで

という姿勢が見られなかった。他の| いるところまでは小黒板にかくよう

教科でも，あまり発言する方ではな| になった。最近の発言では， ["ここ

いが，算数の授業になると全く発言 | までは分かったのですが，あとのこ

しなくなる状態であった。 I の部分が分かりません。」という姿

が見られ，友達の意見に積極的に質

問するようになった。

(3) 考察

この抽出した子どもについては，上の表でも分かるように学習に対して積極的

に取り組むようになった。この変容は2回の研究授業だけの姿ではなく，普段の

授業からこのような姿が見られるようになった。

このような変容が見られるようになったのは，学びを深める「学び方」を発揮さ

せるような授業を続けてきたことで，十分に分かつていない友達にも，しっかり

と自分の考えを伝えたいという意識が高まってきた結果だと考える。また，この

子どもが発言した r'"'-' '"'-'までは分かるけど'"'-''"'-'からが分からない。」という I問い
返し方lを価値付け，話し合いの中で積極的に活用させるようにしたことで，こ

の子ども自身の学びが深まり，自信をもって授業に取り組めるようになってきた。

<検証3>総括的評価等の結果の比較による検証
本研究では，子どもの学びが深まることにより，子どもの考えが高まり基礎的・

基本的な内容の定着につながると考えた。そこで，総括的評価として行った題材テ

スト等の結果の比較を，本研究を始める前 (1学期まで)と後 (2学期以降)でして，

その変容を検証し，考察する。

に
d
に
d
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【表4 研究開始前後の数学的な考え方の変容】

115 

1 10 ~一一 一一一一

105 ~ 一一ーーーー

100 

95 

90 
5年 6年 全体

※ 研究前(1学期)の総括的評価等の結果を 100
としたときの研究後(2学期以降)の伸び率を示
した。 (5年8名， 6年8名， 計16名)

に高まってきている。

O 考察
両学年とも研究前に比べ，研究後に I数

学的な考え方lが高まったことが分かる。

これは，学びを深める「学び方」を発揮す

るような授業づくりをしてきたことで，以

前にも増して，多様な考えが生まれ，自分

たちでそれらを仲間分けしたり，つながり

を考えたりしながらよりよい考えを生み出

そうとしてきた結果だと考える。また， r数

学的な考え方lだけでなく知識 ・理解jI表

現 ・処理Jにおいても，全体としては一様

このことからも本研究で目指す学びを深めることは，考えを高めることにつな

がり，基礎的 ・基本的な内容の定着につながっていると考える。

以上， 三つの検証から， IふかめるJ段階の話し合いにおいて想定した学びを深

める「学び方」は妥当であることが分かったとともに，この研究でねらっていた子

どもの基礎的 ・基本的な内容の定着が図られることも明らかになった。このことか

らも，学びを深める I学び方lは設定していく価値があると考える。

V 研究の成果と今後の課題 (0成果，e課題)
O 学年別指導において学びを深める複式学級の授業創造の基本的な考え方が明らか
にできた。

O 子どもの姿から，学年別指導における学びを深める I学び方lを設定することが
できた。

O 学びを深める「学び方」を発揮した話し合いがなされることで，学年別指導にお
いても考えの高まりが見られ，基礎的 ・基本的な内容の定着が図られるようになっ

た。

. 子ども自らが学びを深めるためには，目標を踏まえてー単位時間レベルで学習の

基礎的 ・基本的な内容を精選し学習内容を設定することは大切であり，学年別指導

における学習内容を見直していく必要がある。

. 子ども自らが学びを深めるためには 多様な考えを引き出し，基礎的 ・基本的内

容を効率的にとらえさせるための働きかけが必要である。
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